
                                         
北海道保健福祉部福祉局地域福祉課      

平成２９年度 
北海道福祉のまちづくり賞 

受賞事例集 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉的配慮の充実した整形外科の専門病院。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度北海道福祉のまちづくり表彰（公共的施設部門） 

北海道福祉のまちづくり賞         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

           所有者：社会福祉法人 輔心会   

           設計者：株式会社 ドーコン 

           所在地：上川郡新得町西 2 条南 5 丁目 5-1 

地域密着型特別養護老人ホーム 
ひろね 

受賞者の声  

入居者はもちろん、地域の方々の「その人らしい暮らし」と「人とのつながりを切らない」事を    

輔（たす）ける存在になるために、ぬくもりのある過ごしやすい空間を提供し、なお一層、地域福  

祉に貢献していきたいと思います。  

日常生活全般における生活支援を行っている施設  
 この建物は、個室を中心に３つのユニットから構成され、建物も家庭を意識した意匠性となっており共

有スペースはゆったりと開放的で、各ユニット間の職員の動線も配慮され認知症の人でも安心して暮らす

ことのできる居住空間となっている。施設の整備基準を概ね満たし、昨年の台風による大雨の際も盛り土

をしたところに建設されていることから浸水することなく、自家発電設備を屋上に設置し災害に強い建物

となっており安心・安全に配慮した整備内容となっている。また、建設時において地域住民の声を反映し、

認知症カフェのできる設備や空間があり、地域の人たちの専用の出入り口があるなど地域との交流を積極

的に行っていく配慮がなされているなど、高く評価された。 

 

共同生活室に面した中庭  特別浴室の機械浴槽 ( 
地域交流・研修スペース  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉的配慮の充実した整形外科の専門病院。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度北海道福祉のまちづくり表彰（活動部門） 

北海道福祉のまちづくり賞         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    ふれあい年賀状作成会         ふれあい昼食会          見守り活動中  

 

 

 

 

 

  

        所在地：札幌市東区北 18 条東 5 丁目 1-1 北光まちづくりセンター内 

北光地区福祉のまち推進センター 
受賞者の声  

 “やさしいこころ”を合言葉に、見守り・声掛け・災害時対応を目的に始めた「ふれあい訪問活動」

等が評価され、大変名誉なことと感激しています。今後も、北光地区の仲間達と知恵を出し合い、活動

を続けていきます。      

高齢者や障がいのある方、地域住民が年齢や障がいを問わない地域交流施設  

 平成 12 年から「ふれあい訪問活動」を毎年実施しており、地域に住む高齢者など見守りを必要とする

方の自宅を福祉推進部会員が訪問し、災害などの避難時のお手伝いをすることや日常生活のなかでの相談

ごとを聞くなど、顔の見える支援を目指している。このほかに、「ふれあい訪問活動」を行いやすくする

ために、「健康講座とふれあい昼食会」、「ふれあいサロン作り」、「ふれあい年賀状作成会」なども実施し

ている。これらの活動は、高齢者や障がいのある方、地域住民が年齢や障がいを問わず住民相互のつなが

りと支え合いの形成を図っている。今後も地域の交流をすすめ、地域の絆を深めるよう活動を行うことが

期待され、高く評価された。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉的配慮の充実した整形外科の専門病院。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度北海道福祉のまちづくり表彰（福祉用具部門） 

北海道福祉のまちづくり賞       

 
 

 

 

 

 

 

 

        

装着例          作成風景            使用イメージ 

 

 

 

 

 

        

 制作者：橋本 久美子 

        所在地：札幌市東区北３８条東２丁目２－７ 

こんにちは腹巻（胃ろう腹巻き） 
受賞者の声  

 病気・障がいのある方やそのご家族を応援したいという気持ちで、日々ものづくりをしてきましたが、

この度、賞を頂き大変うれしく思っております。これから、胃ろうをはじめ外から見えない障がいの方

への理解がもっと広がればと思います。  

 胃ろうの児童が快適に生活することのできる腹巻き  

胃ろうの児童に経管栄養を行う際に、人目を気にせず、また、冬期間では、おなかを冷やさないための

腹巻。胃ろうの部分に腹巻の穴がくるように着用し、腹巻から突き出した筒状の部分を内側に折り込んで

おき、経管栄養する際に筒状の部分を外側に出し、胃ろうの穴にチューブを付けて行う。 

従来より、外出の際におなかを出す抵抗を軽減するため肌着に胃ろう用の穴を開けてほしいという声や

夏の暑い時にＴシャツにも穴を開けてほしいという声も多いことから、胃ろうの児童が快適に生活するこ

とが期待でき、高く評価された。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉的配慮の充実した整形外科の専門病院。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度北海道福祉のまちづくり表彰（福祉用具部門） 

北海道福祉のまちづくり賞       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

利用例                製作過程              パンフレット  

 

 

 

 

 

        

 制作者：マム ミニョン ペッシュ 

        所在地：札幌市中央区北９条西１５丁目 28－197－201 

子供用車いすマーク バギーマーク○Ｒ 
受賞者の声  

 私達は同じ境偶にある重い障害がある子どもを育てているお母さん達をこの活動を通じて応援し続け

ます。そして私達に立ち上がる勇気をくれた子ども達に感謝します。お母さん達の子どもに生まれてくれ

てありがとう。これからも頑張ります。  

 障がい児や難病児が使用するベビーカーや車いす用のマーク  

障がいを持つ子どもや難病児が使用するベビーカーや車いすは、健常な児童が使用していると認識され

るため、ベビーカーや車いすにストラップ形式になっている子ども用車いすマークである「バギーマーク」

を付けることにより、乗っているのは、障がいを持つ子どもや難病児であることを周囲の方に示すもの。 

各施設・交通機関では、障がいを持つ子どもや難病児が使用するベビーカーや車いすを使用する際、バ

リアフリー・ユニバーサルデザイン化が十分でない状況であると、通行やトイレの利用にも不便を感じる

ことが多いため、一般のベビーカーや車いす以外の用途のものも社会には存在することを発信すること

は、障がいを持つ子どもやその家族の生活を豊かにして、また、地域との関わり合いを深めることが期待

でき、その可能性が高く評価された。 


